
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に
基
づ
く
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
単
元
開
発

閲

浩
　
和

一
　
間
題
の
所
在

こ
れ
ま
で
の
地
域
社
会
に
お
け
る
販
売
に
関
す
る
仕
事
の
学
習
で
は
、
「
お
店
」
は
見
え
て
も
、
「
社
会
」
が
見
え
な
く
な
っ
て
い

る
。
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
た
教
科
書
で
は
、
販
売
に
関
す
る
人
々
の
行
為
を
目
的
・
手
段
の
関
係
と
し
て
子
ど
も
に
認
識
さ
せ

る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
「
た
く
さ
ん
の
人
が
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
来
る
よ
う
に
、
様
々
な
工
夫
・
努
力
が
さ
れ
て
い
る
。
」
　
こ

と
が
記
述
さ
れ
、
分
担
さ
れ
て
い
る
仕
事
内
容
、
購
買
意
欲
を
あ
お
る
販
売
促
進
な
ど
の
内
容
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
興
味
・
関
心

に
基
づ
い
た
調
べ
学
習
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
販
売
の
工
夫
を
し
て
い
る
」
と
か
　
「
地
域
の
人
々
が
消
費
生
活

の
工
夫
と
し
て
お
店
を
上
手
に
利
用
し
て
い
る
」
な
ど
、
子
ど
も
の
常
識
的
範
囲
内
で
の
知
識
獲
得
あ
る
い
は
断
片
的
な
知
識
獲
得

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
指
導
す
る
教
師
の
側
に
も
問
題
が
あ
る
。
学
習
指
導
要
領
及
び
そ
れ
に
準
拠
す
る
教
科
書
や
教
師
用

指
導
書
に
書
か
れ
て
あ
る
内
容
だ
け
を
拠
り
所
に
し
て
そ
の
ま
ま
指
導
す
る
の
で
、
多
様
な
見
方
・
考
え
方
を
す
る
子
ど
も
の
興
味
・

関
心
に
応
じ
た
調
べ
学
習
を
分
析
で
き
る
だ
け
の
理
論
的
な
枠
組
み
が
な
い
。
そ
の
こ
と
で
、
日
々
変
化
し
て
い
る
社
会
そ
の
も
の

を
見
た
り
、
社
会
に
つ
い
て
考
え
る
構
成
に
は
至
ら
な
い
結
果
、
「
お
店
」
は
見
え
て
も
、
「
社
会
」
が
見
え
な
く
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
地
域
社
会
の
特
色
や
相
互
の
関
連
を
明
ら
か
に
し
た
り
、
獲
得
し
た
知
識
を
他
の
事
例
に
転
移
・
応
用
し
た
り
す
る
た
め
に
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は
理
論
が
必
要
で
あ
る
。
何
ら
か
の
理
論
を
通
し
て
、
社
会
事
象
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
象
相
互
の
意
味
連
関
が
明
ら
か
に
な
っ

て
く
る
。

そ
こ
で
、
地
域
社
会
を
見
て
い
く
た
め
の
理
論
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
求
め
、
社
会
そ
の
も
の
を
見
た
り
、
社
会
に
つ
い
て
考
え

た
り
す
る
た
め
の
授
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
」
　
の
単
元
開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
単
元
開
発
の
目
的

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
単
元
内
容
は
、
学
習
指
導
要
領
の
中
学
年
の
目
標
（
1
）
消
費
生
活
の
様
子
、
内
容
（
2
）
　
「
地

域
の
人
々
の
生
産
と
販
売
」
　
に
関
連
し
て
、
自
分
た
ち
の
生
活
に
必
要
な
物
を
購
入
し
た
り
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
り
し
て
い
る
こ

と
で
自
分
と
の
か
か
わ
り
を
調
べ
る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
し
て
単
元
開
発
を
す
る
。
ま
た
、
第
五
学
年
の
目
棲
（
2
）
　
「
我
が
国
の
産

業
と
国
民
生
活
と
の
関
連
」
及
び
内
容
（
4
）
　
「
情
報
化
し
た
社
会
の
様
子
」
な
ど
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域
社
会
を
見
つ
め

る
た
め
の
単
元
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

（
一
）
　
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
」
と
は

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
（
c
O
n
く
e
n
i
e
n
c
e
 
s
t
O
r
軌
と
は
、
大
規
模
小
売
業
が
、
提
供
で
き
な
い
よ
う
な
便
利
さ
（
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
）
を
顧
客
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
小
型
ス
ー
パ
ー
・
ス
ト
ア
で
、
ミ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
一
九

七
四
年
五
月
、
セ
ブ
ン
・
イ
レ
ブ
ン
が
江
東
区
の
豊
洲
に
一
号
店
を
出
店
し
た
の
が
、
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア

（
コ
ン
ビ
ニ
）
　
の
歴
史
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
人
々
の
生
活
圏
内
に
あ
る
と
い
う
立
地
的
な
便
利
さ
、
年
中
無
休
で

二
四
時
間
営
業
と
い
う
時
間
的
な
便
利
さ
、
緊
急
に
必
要
な
も
の
が
す
ぐ
に
そ
の
場
で
そ
ろ
う
と
い
う
商
品
的
な
便
利
さ
と
い
う
三

つ
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
　
（
便
利
さ
）
を
兼
ね
備
え
た
地
域
密
着
型
の
全
く
新
し
い
業
種
の
出
現
で
あ
る
。
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特
に
、
P
O
S
（
p
O
i
n
t
 
O
f
置
－
e
s
）
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
徹
底
し
た
商
品
管
理
が
、
集
客
力
の
向
上
と
売
上
げ
の
増
加
に
寄
与
し
て

い
る
。
P
O
S
シ
ス
テ
ム
は
、
正
確
な
情
報
を
迅
速
に
把
握
で
き
る
の
で
、
死
に
筋
商
品
の
排
除
と
売
れ
筋
商
品
の
発
見
に
よ
る
品

揃
え
の
強
化
に
役
立
っ
て
い
る
。
商
品
に
印
刷
さ
れ
た
り
、
貼
付
さ
れ
た
り
し
て
い
る
バ
ー
コ
ー
ド
や
O
C
R
　
（
光
学
式
文
字
読
み

取
り
装
置
）
　
タ
グ
を
ス
キ
ャ
ナ
ー
で
読
み
取
り
、
売
り
上
げ
情
報
を
収
集
し
、
さ
ら
に
、
E
O
S
　
（
e
訂
c
t
r
i
c
 
O
r
d
e
乱
n
g
 
s
y
s
t
e
m

オ
ン
ラ
イ
ン
受
発
注
シ
ス
テ
ム
）
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
単
品
別
の
売
り
上
げ
デ
ー
タ
と
在
庫
デ
ー
タ
を
ベ
ー
ス
に
、
正
確

な
発
注
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
品
揃
え
の
充
実
と
店
頭
在
庫
の
圧
縮
が
実
現
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
は
、
公
共
料

金
の
振
り
込
み
、
1
R
の
切
符
予
約
、
宅
配
便
の
預
か
り
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
競
争
の

時
代
に
な
っ
て
い
る
。
便
利
さ
が
ま
す
ま
す
拡
大
し
て
い
る
が
、
そ
の
反
面
、
コ
ン
ビ
ニ
の
利
用
は
、
私
た
ち
の
消
費
生
活
の
無
計

画
化
、
食
生
活
の
外
注
化
を
促
し
、
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
出
る
ゴ
ミ
　
（
売
れ
残
り
商
品
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
類
）
　
の
問
題
、
一
日
に
何
度
も
や
っ

て
く
る
配
送
車
に
よ
る
交
通
渋
滞
な
ど
の
問
題
も
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
を
武
器
に
急
速
な
社
会
進
出
を
遂
げ
、
チ
ェ
ー
ン
数
も
店
舗
数
も
増
加
し
て
い
る
。
取
り
扱
う

ア
イ
テ
ム
や
カ
テ
ゴ
リ
ー
も
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
変
化
を
続
け
て
い
る
。
新
商
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
、
年
々
短
く
な
っ

て
し
ま
う
の
も
無
理
は
な
い
。
コ
ピ
ー
や
F
A
X
、
宅
配
便
の
受
付
、
公
共
料
金
徴
収
な
ど
の
代
行
業
、
バ
ス
カ
ー
ド
や
ハ
イ
ウ
ェ

イ
カ
ー
ド
な
ど
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
の
販
売
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
の
予
約
・
販
売
、
そ
し
て
、
最
近
で
は
、
銀
行
の
A
T
M

の
設
置
と
、
サ
ー
ビ
ス
関
連
の
業
務
も
果
て
し
な
く
拡
大
し
続
け
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま

り
、
約
三
〇
坪
は
ど
の
小
さ
な
店
舗
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
我
々
の
毎
日
の
生
活
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
。
コ

ン
ビ
ニ
で
買
わ
れ
る
商
品
の
ベ
ス
ト
一
〇
は
、
①
お
に
ぎ
り
・
弁
当
②
コ
ー
ラ
・
ジ
ュ
ー
ス
類
③
雑
誌
・
新
聞
等
④
惣
菜
⑤
た
ば
こ

⑥
牛
乳
・
乳
飲
料
⑦
食
パ
ン
・
菓
子
パ
ン
⑧
ビ
ー
ル
⑨
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
⑲
菓
子
類
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
を
利
用
す
る
消
費
者

13：2



の
年
齢
は
、
二
〇
代
が
四
二
％
、
一
〇
代
が
二
七
％
、
三
〇
代
一
三
％
で
、
未
婚
者
が
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
利
用
者
の

六
〇
％
が
男
性
で
四
〇
％
が
女
性
。
し
か
も
女
性
の
利
用
は
、
平
日
の
夜
間
（
二
〇
時
以
降
）
　
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
は
、
「
若
者
の
店
」
・
「
働
く
独
身
女
性
の
店
」
　
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
最
近
で
は
、
専
業

主
婦
の
利
用
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
外
食
産
業
の
隆
盛
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
事
・
食
事

の
外
注
化
傾
向
の
現
れ
で
あ
る
。
現
在
、
日
本
に
は
、
コ
コ
ス
ト
ア
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
・
ポ
プ
ラ
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
・
ロ
ー
ソ
ン
な
ど
数
多
く
あ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
が
急
成
長
し
た
の
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
登
場
に
象
徴
さ
れ
る
第
一
次
流
通
革
命
に
続

く
、
第
二
次
流
通
革
命
の
象
徴
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
い
て
、
大
量
生

産
・
大
量
販
売
・
大
量
消
費
と
い
う
サ
イ
ク
ル
に
対
応
し
て
、
い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
登
場
し
、
隆
盛
を
極
め
る
。
し

か
し
、
高
度
経
済
成
長
が
終
わ
る
と
、
「
消
費
者
」
　
の
多
種
多
様
な
「
ニ
ー
ズ
」
　
に
対
応
し
た
流
通
と
生
産
が
求
め
ら
れ
、
新
た
な

流
通
革
命
時
代
を
迎
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
登
場
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
消
費
の
多
様
化
」
に
対

応
し
て
急
速
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
一
番
の
理
由
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
二
）
地
域
社
会
に
お
け
る
「
コ
ン
ビ
ニ
」
　
の
位
置
づ
け

現
代
社
会
は
、
歴
史
上
例
の
な
い
急
激
な
変
動
の
時
代
で
あ
る
。
現
代
社
会
は
、
豊
か
な
物
質
生
活
や
快
適
で
便
利
な
生
活
の
浸

透
、
大
衆
民
主
主
義
が
実
現
し
、
文
化
が
大
衆
の
も
の
に
な
る
な
ど
利
便
性
が
進
展
す
る
一
方
で
、
労
働
の
単
調
化
や
人
間
性
の
無

視
、
環
境
破
壊
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
渦
渇
、
情
報
公
害
の
弊
害
、
自
主
性
の
な
い
他
人
志
向
型
の
人
間
の
増
大
な
ど
数
多
く
の

問
題
点
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
現
代
社
会
の
特
質
を
把
握
し
て
い
く
た
め
に
、
「
コ
ン
ビ
ニ
」
は
、
現
代
の
地
域
社
会
を
シ

ン
ボ
ラ
イ
ズ
で
き
る
教
材
で
あ
る
。
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．製品（Product） 連携・協業（Part，ner）＝　 価格（Price）

コンビニ

i

販売チャネル（Place） 理念（Principle） 販売促進（Prom otion）

「コンビニ」のマーケティング・ミクス

三
　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
に
適
用
す
る
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論

（
一
）
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
と
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
は
、
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
m
e
苫
h
a
n
d
i
s
i
n
g
（
適
当
な
財
ま
た
は
サ
ー
ビ

ス
を
適
当
な
場
所
・
数
量
・
価
格
で
販
売
す
る
の
に
伴
う
計
画
）
　
の
第
一
歩
で
あ
る
。
マ
ー
チ
ャ
ン

ダ
イ
ジ
ン
グ
と
は
、
消
費
者
に
　
「
何
を
い
く
ら
で
、
ど
の
よ
う
に
提
供
す
る
か
」
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
提
供
物
の
中
に
は
、
形
あ
る
商
品
の
は
か
、
形
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
も
含
ま
れ
る
。
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
ビ
フ
ォ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
や
ア
フ
タ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
付
帯
的
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
が
、

商
品
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、
コ
ン
ビ
ニ
が
成
長
し
て
き
た
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
え
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
一
つ
で
、
製
品
（
p
苫
d
u
c
t
）
、
価

格
（
p
コ
．
C
e
）
、
販
売
チ
ャ
ネ
ル
　
（
P
】
a
c
e
）
、
販
売
促
進
（
p
苫
m
O
t
i
O
n
）
　
の
四
つ
の
基
本
要
素
を
あ
げ
、

そ
れ
ら
の
相
乗
作
用
の
も
と
で
最
大
の
効
果
を
引
き
出
す
考
え
方
で
あ
る
。
各
頭
文
字
の
P
を
と
っ

2

て
4
2
の
理
論
（
T
h
e
　
『
O
u
r
 
P
一
S
声
e
O
r
y
）
と
い
わ
れ
て
い
懲
本
研
究
で
は
、
さ
ら
に
、
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1
　
現
代
社
会
に
よ
り
フ
ィ
ッ
ト
さ
せ
る
た
め
に
、
連
携
・
協
業
（
p
a
ユ
n
e
r
）
と
理
念
（
P
甘
n
c
i
p
邑

図

3

と
い
う
二
つ
の
P
を
加
え
て
6
P
で
単
元
構
成
を
考
え
て
い
る
（
図
1
参
照
）
。

（
二
）
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
を
適
用
す
る
意
義

社
会
科
授
業
で
は
、
小
学
校
中
学
年
で
「
地
域
の
人
々
の
生
産
や
販
売
に
見
ら
れ
る
仕
事
の
特
色
」

の
学
習
に
つ
い
て
、
商
品
の
流
通
に
気
づ
い
た
り
、
店
に
よ
る
商
品
の
値
段
の
違
い
に
気
づ
い
た
り



す
る
こ
と
が
経
済
的
な
視
点
の
出
発
点
で
あ
る
。
第
五
学
年
で
は
、
「
生
産
地
と
消
費
地
を
結
ぶ
運
輸
の
働
き
」
な
ど
に
関
連
づ
け

て
学
習
す
る
際
に
、
経
済
的
な
つ
な
が
り
の
意
味
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
的
に
相
互
依
存
の
理
解
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ

し
て
、
中
学
校
社
会
科
公
民
的
分
野
「
身
近
な
消
費
生
活
を
中
心
と
し
た
経
済
活
動
の
意
義
」
や
高
等
学
校
公
民
科
現
代
社
会
に
お

け
る
「
個
人
と
企
業
の
経
済
活
動
に
お
け
る
社
会
的
責
任
」
　
へ
と
経
済
的
な
見
方
が
．
発
展
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
社
会
生
活
の
よ
き

担
い
手
で
あ
る
た
め
に
、
様
々
な
選
択
場
面
で
の
合
理
的
な
認
識
に
基
づ
い
た
社
会
的
意
恩
決
定
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
消
費
者
教
育
」
の
視
点
か
ら
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
衣
食
住
に
関
す
る
知
識
や
技
能
、
合
理
的
な
生
活
設
計
能
力
を
培
い
、
消

4

費
取
り
引
き
に
関
す
る
法
的
知
識
や
契
約
責
任
な
ど
を
踏
ま
え
た
意
思
決
定
の
教
育
が
進
め
ら
れ
て
い
懲

今
後
、
こ
れ
ら
の
学
習
で
は
、
消
費
行
動
が
、
消
費
だ
け
で
な
く
、
生
産
、
廃
棄
、
金
融
、
行
政
、
法
律
、
家
庭
生
活
な
ど
多
く

の
関
連
を
も
ち
、
多
様
な
側
面
の
ど
こ
に
焦
点
化
さ
せ
て
、
組
み
立
て
て
い
け
る
の
か
が
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
地
域
や
日

本
の
生
産
や
販
売
活
動
に
つ
い
て
経
済
学
の
概
念
や
理
論
を
適
用
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
は
、
流
通
や

販
売
、
消
費
な
ど
経
済
的
な
視
点
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
把
握
で
き
る
理
論
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
、
地
域
社

会
の
事
象
相
互
の
意
味
連
関
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
有
効
な
役
割
と
な
る
。

四
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に
基
づ
く
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
単
元
内
容
の
策
定

（
一
）
　
「
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
見
え
る
社
会
」
　
の
単
元
開
発

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に
基
づ
い
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
単
元
展
開
の
構
成
を
次
貢
の
表
1
に
示
し
て
い
る
。

（
二
）
単
元
構
成
の
論
理

小
学
校
社
会
科
地
域
学
習
で
は
、
自
然
的
条
件
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
条
件
や
経
済
的
な
側
面
を
加
味
し
て
、
生
産
と
販
売
活
動
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表
1
　
単
元
「
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
見
え
る
社
会
」
の
構
成

一
　
学
習
目
標
の
設
定

○
コ
ン
ビ
ニ
を
現
代
社
会
を
シ
ン
ボ
ラ
イ
ズ
す
る

A
　
コ
ン
ビ
ニ
と
は
、
大
規
模
小
売
業
が
、
提

コ
ン
ビ
ニ
と
は
、
大
規
模
小
売
業
が

ア
（
ミ
ニ
・
ス
ー
パ
ー
）
で
あ
る
。

B
　
コ
ン
ビ
ニ
の
成
長
は
、
消
費
者
に
対
す
る

C
　
コ
ン
ビ
ニ
の
急
激
な
成
長
に
は
、
徹
底
し
・

】
　
　
　
王
一
′
ル
ー
J
 
T
　
ノ
コ
　
′
U
 
E
h
H
ロ
な
、
・
．
“
I
 
J
、
ノ
1
　
Y
　
　
　
　
、
V
l
－
月
J
こ
．
つ

○
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
事
実
や
友
だ
ち
の
意

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
コ
ン
ビ
ニ
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
現
代
は
、

こ
と
で
、
問
題
解
決
の
た
め
の
検
討
や
的
確

○
コ
ン
ビ
ニ
を
通
し
て
、
消
費
者
の
行
動
や
商

事
象
相
互
間
の
つ
な
が
り
を
見
つ
け
る
こ
と

D
　
現
代
社
会
に

E
　
現
代
社
会
の

お
け
る
利

問
題
に
対
便
性
の
裏
側
に

し
て
、
消
費
者

か晶など　見側は

∴∴‥∴・二∴－：
∴一十・．－

罰
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

と
し
て
位
置
づ
け
、
以
下
の
知
識
を
習
得
す
る
。

き
な
い
よ
う
な
便
利
さ
（
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
）
を
顧
客
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
小
型
ス
ー
パ
ー
・
ス
ト

供

に
あ
る

る
。
側
（
企
業
責
任
）
の
経
営
努
力
が
必
要
で
あ
る

々

な
現
象
の
裏
側
に
あ
る
も
の
の
本
質
を
見
極
め
る
た
め
に
、
筋
道
を
立
て
て
考
え
る
こ
と
が

か
を
考
え
た
り
、
現
代
社
会
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を
自
分
の
問
題
と
し
て
意
識
し
、
意
欲
的
に
調
べ
る

判
断
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

れ
な
ど
目
に
は
見
え
な
い
社
会
的
事
象
相
互
間
の
関
係
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
コ
ン
ビ
ニ
を
取
り
巻
く

分
の
意
見
を
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
す
る
自
分
を
実
感
で
き
る
。

二
　
学
習
計
画
　
（
全
1
8
時
間
）

ン
ビ
ニ
か
ら
見
え
る
社
会

ン第第第
ビ三二一
二次次次

「
コ
ン
ビ
ニ
」
　
っ
て
ど
ん
な
お
店
？

コ
ン
ビ
ニ
の
ひ
み
つ

わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
コ
ン
ビ
ニ

を
テ
ー
マ
と
し
た
地
域
調
査

三
　
単
元
の
展
開



フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る
調
査

人
が
集
ま
る
要
素
　
（
住
宅
地
、
公
共
施
設
、
オ

道
路
の
大
き
さ
（
幹
線
道
路
、
通
り
の
名
前
）

店
の
大
き
さ
（
店
舗
面
積
、
敷
地
面
積
な
ど
）

看
板
の
特
色
（
系
列
店
の
特
色
、
独
自
色
な
ど
）

店
内
の
様
子
（
顧
客
数
、
客
層
な
ど
）

お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
な
ど
の
ア
イ
テ
ム
数

フ

イ

ス

街

な

．　．　．

買滞

彗菜墓
何や乗
台適用
分路車
かか・
・らト
道のラ

販駐店交
売車の通
しス位量
てペ置

ッ
ク
）

距
離
、
交
差
点
）

路
か
ら
の
利
便
性
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
調
査

広
島
市
、
広
島
市
南
区
、
店
舗
名
な
ど
で
検
索
し

系
列
店
ご
と
の
店
舗
数
を
調
べ
る
。

店他店
舗店の
地舗種
類
（
系
列
店
）

店
舗
数
を
調
べ
る
。

広
島
市
南
区
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
店
の
地
図
を
印
刷
す
る
。
（
検
索
、
印
刷
）

店
周
辺
の
様
子
（
住
宅
地
・
駅
前
・
商
店
街
・
公
共
施
設
な
ど
）

図と

の
比
較
（
系
列
店
、
系
列
店
以
外
、
隣
接
す
る
店
舗
と
の
距
離
な
ど
）

の
合
体
（
地
域
を
ど
れ
だ
け
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
か
）

コ分調
ン布査
ビ図し

た
店
の
場
所
を
規
模
（
駐
車
ス
ペ
ー
ス
、

を
も
と
に
し
て
、
調
査
し
た
こ
と
を
発

こ
の
立
地
条
件
に
つ
い
て
全
員
で
討
議
を表
すす

無手
ム

ア

イ

数
な
ど
）
別
に
分
布
図
を
作
成
す
る

問
題
追
究

主
な
発
間
・
指
示

コ同なコ
ンじぜン
ピコ’ビ

ニン売こ
でどりの
作二上売

場
に
き

動のげ
し弁べ
て当ス
いはトま
る’10り

シどのは
スこデあ
テでlる
ム買タの
はつがだ
？てとろ
もれう
なるか
ぜの　0
同だ
じろ
味う
な　0
の

だ
ろ
フ

コ
ン
ビ
ニ
に
は
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

コ
ン
ビ
ニ
を
ど
の
場
所
に
出
店
し
ま
す
か
。

商
品
の
価
格
も
安
く
な
い
の
に
、
な
ぜ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
う
の
だ
ろ
う
。

キ
ー
ワ
ー
ド

販
売
促
進
（
邑
窃
吊
萱
H
5
■
邑

店
舗
販
売
戦
略
・
機
動
的
な
売
場
づ
く
り

P
O
S
デ
ー
タ
の
活
用
・
顧
客
デ
ー
タ
べ

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
制
の
確
立
・
物
流
シ

非商販消
計圏売費
画特方者
購性法二
人・の1
ズ
・
購
入
チ
ャ
ネ
ル
の
多

多
様
化
二
止
地
戦
略

バ
リ
ュ
ー
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
増
加

主
な
発
間
・
指
示

キ
ー
ワ
ー
ド

な
ぜ
、
コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

近
所
の
お
店
が
、
な
ぜ
、
コ
ン
ビ
ニ
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

消
費
者
の
購
買
行
動

マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ

－137－



を
結
び
つ
け
な
が
ら
考
え
る
こ
と
で
、
社
会
的
事
象
を
よ
り
総
合
的
に
捉
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
単
元
「
コ
ン
ビ
ニ
か
ら

見
え
る
社
会
」
に
お
け
る
地
理
情
報
整
理
の
中
核
と
な
る
視
点
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に
求
め
、
販
売
促
進
、
製
品
、
価
格
、
販

売
チ
ャ
ネ
ル
、
場
所
（
立
地
）
の
視
点
を
導
き
出
し
、
さ
ら
に
、
先
行
研
究
や
総
合
的
地
理
学
に
依
拠
し
な
が
ら
地
理
的
な
視
点
を
加

5

味
し
て
、
空
間
（
位
置
・
方
位
・
距
離
・
広
が
り
な
ど
）
、
環
境
、
歴
史
な
ど
の
分
析
要
素
を
導
き
出
丸
。
た
だ
、
各
要
素
は
、
無
限

に
考
え
ら
れ
、
そ
の
相
互
関
係
も
同
様
で
あ
る
の
で
、
要
素
間
及
び
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
間
に
便
宜
的
序
列
を
つ
く
り
、
そ
の
実

用
的
系
列
に
従
っ
て
記
述
す
る
こ
と
に
す
る
。
第
一
次
は
、
子
ど
も
た
ち
の
経
験
を
引
き
出
し
、
コ
ン
ビ
ニ
の
存
在
を
対
象
化
す
る

段
階
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
で
の
買
い
物
経
験
か
ら
、
コ
ン
ビ
ニ
を
追
究
し
て
い
く
た
め
の
視
点
を
組
織
化
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

第
二
次
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
売
場
の
販
売
促
進
の
ひ
み
つ
を
追
究
す
る
こ
と
で
、
コ
ン
ビ
ニ
に
お
け
る
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
の
シ

ス
テ
ム
を
把
握
す
る
段
階
で
あ
る
。
「
大
型
店
舗
で
も
な
く
、
価
格
優
位
の
な
い
コ
ン
ビ
ニ
に
、
な
ぜ
、
た
く
さ
ん
の
お
客
が
集
ま
っ

て
く
る
の
か
。
」
と
い
う
子
ど
も
の
素
朴
な
問
い
を
中
心
に
構
成
す
る
。
そ
の
際
、
コ
ン
ビ
ニ
の
売
場
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
図

式
化
し
て
、
陳
列
の
ポ
イ
ン
ト
に
迫
っ
て
い
く
。
コ
ン
ビ
ニ
の
売
場
は
、
壁
面
と
中
島
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
壁
面
は
、
衝
動
買
い

を
誘
う
エ
リ
ア
で
あ
り
、
中
島
は
、
指
名
買
い
商
品
を
陳
列
し
て
い
る
エ
リ
ア
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ン
ド
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
は
、

壁
面
と
同
じ
よ
う
な
設
定
が
可
能
で
あ
る
。
レ
ジ
の
回
り
に
は
、
お
で
ん
や
肉
ま
ん
な
ど
の
季
節
限
定
の
商
品
や
た
ば
こ
な
ど
が
置

い
て
あ
る
。
た
ば
こ
の
売
場
で
、
補
充
す
る
の
に
後
ろ
側
か
ら
補
充
し
て
い
る
こ
と
や
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
冷
蔵
庫
と
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド

の
関
係
に
も
迫
っ
て
い
く
。
コ
ン
ビ
ニ
は
、
、
、
‥
∵
ス
ー
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
ス
ー
パ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
売
場
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
活
か
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ラ
イ
ン
と
エ
ン
ド
、
レ
ジ
回
り
の
売
場
の
関
連
性
に
迫
る
。
こ
れ
は
、
コ
ン
ビ
ニ

の
陳
列
に
は
、
規
則
性
が
あ
り
、
消
費
者
の
行
動
を
分
析
し
た
中
で
の
魅
力
的
な
売
場
づ
く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
る
こ
と
を
把
握
す

る
こ
と
に
な
る
。
第
三
次
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
本
質
的
把
握
を
す
る
段
階
で
あ
る
。
コ
ン
ビ
ニ
は
、
我
々
の
生
活
に
は
無
く
て
は
な
ら
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な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
が
、
利
便
性
の
裏
側
に
あ
る
問
題
点
に
迫
っ
て
い
く
。
コ
ン
ビ
ニ
は
、
便
利
だ
が
、
困
る
問
題
も
多
い
。

た
だ
、
問
題
点
を
取
り
上
げ
る
だ
け
で
な
く
、
（
配
送
車
の
効
率
化
に
よ
る
物
流
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
や
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み

な
ど
）
問
題
に
取
り
組
む
コ
ン
ビ
ニ
側
の
企
業
と
し
て
の
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み
も
探
る
。
子
ど
も
に
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
問
い
か
け
、
ご
み
問
題
や
消
費
生
活
の
無
計
画
化
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ビ
ニ
が
た
だ
販
売
す
る
だ
け
で
な

く
、
社
会
に
貢
献
す
る
活
動
の
事
実
を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
活
に
お
け
る
適
用
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
。

（
三
）
単
元
展
開
に
お
け
る
子
ど
も
の
変
容

開
発
し
た
本
単
元
の
授
業
で
は
、
適
宜
、
子
ど
も
の
コ
ン
ビ
ニ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
変
容
に
つ
い
て
授
業
後
の
感
想
と
し
て
、

自
由
記
述
法
で
調
査
を
す
る
。
典
型
的
な
記
述
内
容
と
し
て
、
抽
出
児
N
の
感
想
を
紹
介
す
る
。

「
コ
ン
ビ
ニ
は
、
二
四
時
間
あ
い
て
い
て
と
て
も
便
利
な
と
こ
ろ
で
す
。
い
つ
も
お
に
ぎ
り
や
弁
当
を
よ
く
買
い
ま
す
。
コ
ピ
ー
も

で
き
る
の
で
と
て
も
便
利
で
す
。
」
（
第
一
次
後
）

「
お
母
さ
ん
と
近
く
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
質
問
に
行
き
ま
し
た
。
そ
こ
は
、
二
〇
台
分
く
ら
い
の
P
が
あ
る
け
れ
ど
や
っ
ぱ
り

ま
わ
り
に
会
社
な
ど
が
な
い
の
で
、
こ
の
ま
え
調
べ
た
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
よ
り
は
、
お
弁
当
や
お
に
ぎ
り
の
種
類
や
数
も
少
な
い
で

す
。
ゴ
ー
ヨ
噂
1
－
－
割
叫
叫
叫
何
列
割
勘
の
刺
が
刻
切
が
d
恩
い
ま
し
た
。
」
（
第
二
次
後
）

「
コ
ン
ビ
ニ
は
、
最
近
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
た

ら
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
布
を
作
り
、
店
員
さ
ん
は
、
そ
れ
で
作
っ
た
服
を
着
た
り
、
そ
の
布
で
宣
伝
に
使
う
旗
に
し
た
り
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
だ
け
で
、
こ
ん
な
に
で
き
る
の
で
、
少
し
ず
つ
私
た
ち
も
協
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。
耳
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ン
ビ
ニ
は
、
ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
ま
す
。

私
も
負
け
な
い
よ
う
に
し
な
く
っ
ち
ゃ
。
・
・
‥
（
中
略
）
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
、
忙
し
い
社
会
・

休
ま
ず
働
い
て
い
る
社
会
・
サ
ー
ビ
ス
社
会
・
競
争
社
会
・
物
が
は
ん
ら
ん
し
て
い
る
社
会
な
ど
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
社
会
の
中



で
は
、
見
た
目
は
簡
単
で
も
、
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
い
ろ
ん
な
物
が
つ
な
が
っ
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
」
（
単
元
終
了
後
）

コ
ン
ビ
ニ
つ
い
て
、
「
い
つ
も
開
い
て
い
る
」
「
品
揃
え
が
多
い
」
な
ど
と
知
覚
可
能
な
具
体
的
な
事
物
を
事
例
分
散
的
に
捉
え
て

い
た
N
が
、
単
元
が
進
む
に
つ
れ
て
販
売
促
進
や
コ
ン
ビ
ニ
の
立
地
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に
基
づ
い
て
視
点
を
関
連
づ
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
成
果
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ン
ビ
ニ
を
「
サ
ー
ビ

ス
」
と
い
う
上
位
概
念
に
「
店
舗
規
模
」
や
「
品
揃
え
」
な
ど
の
下
位
概
念
を
組
み
込
み
、
コ
ン
ビ
ニ
を
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
で
、

新
し
い
社
会
が
見
え
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
自
分
と
の
か
か
わ
り
や
自
分
の
生
活
へ
の
適
用
と
い
う
意
識
づ
け
も
で
き
て
い
る
。
こ

れ
は
、
子
ど
も
自
ら
が
質
的
に
変
容
し
た
り
、
中
核
と
な
る
本
質
的
な
視
点
を
変
え
な
が
ら
総
合
的
に
判
断
し
た
り
し
た
過
程
で
あ

る
。
N
に
限
ら
ず
、
本
単
元
開
発
に
よ
り
、
子
ど
も
の
社
会
的
事
物
・
事
象
を
捉
え
る
視
点
間
の
関
連
づ
け
が
密
に
な
り
、
あ
る
ま

ハ
n
U

と
ま
り
を
も
っ
た
見
方
を
形
成
す
る
に
至
っ
て
い
り
恕

（
四
）
「
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
見
え
る
社
会
」
　
の
単
元
開
発
の
評
価

コ
ン
ビ
ニ
は
、
一
つ
の
小
さ
な
空
間
の
中
に
、
現
状
の
日
本
の
様
々
な
要
素
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
は
、
「
小
売
業
は

発
注
が
す
べ
て
」
と
い
う
考
え
に
立
ち
、
情
報
網
を
整
備
し
、
個
々
の
商
品
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
天
気
情
報
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
、

商
品
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
情
報
と
い
っ
た
直
近
の
情
報
を
広
く
集
め
て
、
「
仮
説
」
を
も
っ
て
　
「
発
注
」
し
て
い
る
。
ま
た
、
P
O
S

デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に
、
な
ぜ
売
れ
て
、
な
ぜ
売
れ
な
か
っ
た
の
か
を
「
検
証
」
す
る
こ
と
を
常
に
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
、
お
客
が
求
め
て
い
る
商
品
を
確
実
に
仕
入
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
コ
ン
ビ
ニ
の
シ
ス
テ
ム
を
知
る
こ
と
は
、
社

会
科
の
学
習
そ
の
も
の
に
影
響
を
与
え
る
。
コ
ン
ビ
ニ
の
売
場
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
を
獲
得
し
な
が
ら
、
社
会
事
象

相
互
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、
関
係
を
構
築
し
て
い
く
過
程
で
あ
る
。
子
ど
も
は
、
自
分
の
考
え
を
つ
な
げ
、
そ
の
つ
な
が
り
が
目

に
見
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
学
習
成
果
と
し
て
実
感
で
き
る
。
そ
の
結
果
、
新
し
い
社
会
の
見
方
・
考
え
方
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
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い
く
。
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
の
社
会
貢
献
活
動
に
つ
い
て
は
、
環
境
を
守
る
意
識
づ
く
り
の
た
め
の
啓
蒙
・
広
報
活
動
、
各
地
域
の
社

会
福
祉
活
動
な
ど
が
あ
り
コ
ン
ビ
ニ
が
た
だ
販
売
す
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
い
事
実
か
ら
、
自
分
と
の
か
か
わ
り
や
自
分
の
生
活
へ

の
適
用
の
意
識
づ
け
が
で
き
る
。
今
ま
で
、
コ
ン
ビ
ニ
で
無
意
識
で
買
い
物
を
し
て
い
た
子
ど
も
が
、
調
べ
学
習
を
進
め
て
い
く
う

ち
に
、
コ
ン
ビ
ニ
の
売
場
を
見
る
の
が
楽
し
み
に
な
る
。
さ
ら
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
を
通
し
て
社
会
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
そ

れ
が
、
本
単
元
開
発
の
意
義
で
あ
る
。

五
　
結
論

本
研
究
は
、
社
会
認
識
教
育
学
の
立
場
か
ら
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
理
論
に
基
づ
い
て
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
単
元
開
発
を

提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
単
元
開
発
の
結
果
、
表
2
の
よ
う
に
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
単
元
内
容
の
策
定
に
つ
な
げ
た
。
本

単
元
で
は
、
大
型
店
が
有
利
と
い
わ
れ
る
中
で
、
店
舗
規
模
は
さ
ほ
ど
大
き
い
わ
け
で
も
な
く
、
価
格
優
位
の
な
い
コ
ン
ビ
ニ
が
、

成
長
し
て
い
る
理
由
を
探
る
過
程
に
お
い
て
、
社
会
的
見
方
・
考
え
方
を
獲
得
し
、
地
域
社
会
に
あ
る
コ
ン
ビ
ニ
の
販
売
促
進
や
販

売
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
な
ど
を
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
。
単
元
導
入
段
階
で
は
、
主
観
的
視
点
か
ら
考
え
て
い
た
コ
ン
ビ
ニ
の
成
長

を
、
社
会
的
条
件
や
経
済
的
視
点
か
ら
社
会
的
事
象
相
互
の
意
味
連
関
を
考
え
る
よ
う
に
変
容
し
て
い
る
。
社
会
科
授
業
で
は
、
子

ど
も
が
、
既
知
や
経
験
を
基
に
し
て
自
分
の
枠
組
み
で
、
仮
説
を
も
っ
て
、
新
た
な
事
象
を
見
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
単
元

開
発
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
転
移
や
応
用
可
能
な
知
識
獲
得
に
つ
な
げ
る
だ
け
で
な
く
、
「
社
会
」
を
見
て

い
く
た
め
の
キ
「
ワ
ー
ド
を
獲
得
し
、
自
分
の
生
活
に
も
適
用
可
能
な
見
方
・
考
l
え
方
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。
社
会

に
生
き
る
子
ど
も
に
と
っ
て
、
社
会
認
識
教
育
は
、
そ
の
中
核
と
な
る
。
今
後
は
、
開
発
し
た
単
元
の
実
践
を
重
ね
、
批
判
的
検
討

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
改
善
に
努
め
た
い
。
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表2　コンビニエンス・ストア単元の策定内容

マーチ ャンダイ ジングの視点 コンビニエンス ・ス トア単元 開発 のキー ワー ド

1 製 品 計 画

①商 品構成 戦略
・「製 品」 の 「商品化」

・陳列 ・演出 ・販 売促 進 ・値 づけ等

（Pro du ct p lann ing） ② p B 商品 （プライベイ ト ・ブ ラン ド品）の開発

・自社生産，委託 生産，流通加 工
9 欝畠 毒霜 竺孟孟㌫空 論 謝 讐雲㍊

・弁 当の強化 ・新商 品の高速回転 （付加価値 で勝負）

・鮮度 の重視 （白物四 品）

理 念

（Pri nc iple）

2 販 売 チ ャネ ル

① 商圏の特性
・規模 ・風土 ・気候 ・人 口 ・流通 ・交通 ・消費性 向
（訂立地戦略
・都 心商業 地 ・近 隣商 業地 ・郊外 商業地 ・ロー ドサイ ド

（幹線 道路沿い）

（Place） ③店舗 販売戦略
・「ニーズ別 ヨコ割 り」の品揃え

・セ ルフサー ビス方 式 ・対 面販 売 （F F 商 品の提供 ）
④販売 方法 の多様 化
・営業 時間戦略 （2 4 時 間営 業）
・デ ジタル ・マー ケテ イ ング（dig ital m arketin g）の推 進

3 価 格 政 策
①バ リュー ・マー ケテ イ ング（valu e m ark cting）

・価値 （valu e）をベー スに したマ ーケテ イング

（Price） ・品質 と価 格の両 面の考慮 ・クーポ ン（coup on）

②統一価格政 策

4 販 売 促 進

① コンシューマー ・プロモー シ ョン
・プ レミアムキ ャンペ ー ン
② トレー ド・プ ロモ ーシ ョン（売場配置 ）
・動線 計画に基づ くフ ロア ・レイア ウ ト
・壁面 と中島の使い分 け （プ ッシ ュ戦略 ・プル戦略）

・売場 変更 （売れ筋 商品 と死 に筋商 品の判 断）
・商 品の配置 ，棚割 り（プラノグ ラム）
・ゴールデ ン ライ ンの設 定 （衝 動買 いの喚起）

・個 々の商品の陳列量 （フェイシ ング）

・視認性最 大化の原則 （ゴン ドラ ・エ ン ドの配置）

（P ro m otio n） ・ニー ズ距離 最小化 の原 則 （隣接配置 ：消 費シー ンの演 出）
・店舗装飾 ，演出，デ モンス トレーシ ョン

’貫霊 紆 賃 f 彊 ㌍ 讐 れ ん，ハ ンガ ー

プライスカー ド，コマー シャル ・デ ィスプ レイ （レジ）

③イ ンナー ・プ ロモー シ ョン
・生活提案型 プ ロモー シ ョン
④機動 的な売 場づ く り
・季節 ・気象 の変化 ・地域 の催事 ・曜 日

・ク レン リネ ス （新 しい こと）

5 マ ー チ ヤ ン ダ イ

① フランチャイズ制 の確 立

潜　　　　　　　　　　　 函　　　 ＿
ジ ン グ の ．J蛍員　　　 ハ　　　　 都，　　　　　 ‘ 、②商 品調達 ・生産 ・商 品管理 ・物流 システム の確 立

シ ス テ ム 化 （連 携 ・協 業 ） ③ p o s デ ータの活用

（Partner） ④顧客 デー タベー スの構 築 と活用
（9 E O S とマーチ ャンダイ ジング

6 消 費 者 の購 買 行 動

①家事 ・食事 の外注化

・購入即消費 の食品 を購入

②消費者 ニーズ ・購入 チャネルの 多様 化
③ ライ フスタイル の変化

④非計 画購入 の増加
（店員推奨 ・陳列 ・P O P ・販売促進 ）
・関連購入 ・想起購入　 ・誘 発購入 ・衝動購入
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【
註
及
び
参
考
文
献
】

用
　
日
本
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
は
、
通
商
産
業
省
中
小
企
業
庁
「
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
よ
り
、
次
の
七
点
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。

①
距
離
（
お
客
が
五
～
一
〇
分
　
程
度
の
徒
歩
で
買
い
物
が
で
き
る
）
②
店
舗
面
積
（
三
〇
〇
2
m
以
下
の
小
型
店
舗
）
③
品
物
（
セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で

生
活
必
需
品
を
買
う
）
④
営
業
時
間
（
年
中
無
休
営
業
が
原
則
）
⑤
従
業
員
（
二
交
代
制
や
パ
ー
ト
採
用
制
を
採
用
）
⑥
組
織
形
態
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
・
シ
ス
テ
ム
の
採
用
）
⑦
接
客
関
係
（
お
客
と
親
密
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
た
め
の
接
客
精
神
と
技
術
）

㈲
　
ア
メ
リ
カ
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学
者
、
E
．
J
．
マ
ッ
カ
ー
シ
⊥
E
．
J
e
3
m
e
M
c
C
a
r
t
h
y
）
が
、
㍗
h
e
苫
u
H
 
P
一
S
T
h
e
O
童
を
主
張
し
て
い
る
。
主
に

次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
田
内
幸
一
・
村
田
昭
治
編
『
現
代
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
理
論
』
同
文
館
、
一
九
八
九
年
。
浅
井
慶
三
郎
他
『
サ
ー
ビ

ス
業
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
　
〔
改
訂
版
〕
』
同
文
舘
、
一
九
九
一
年
。
三
浦
信
他
『
新
版
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
九
一
年
。
高
嶋

克
義
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
チ
ャ
ネ
ル
組
織
論
』
千
倉
書
房
、
一
九
九
四
年
。
田
村
正
紀
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
カ
』
千
倉
書
房
、
一
九
九
六
年
。
田
村

正
妃
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
知
識
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
。
和
田
充
夫
『
関
係
性
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
構
図
』
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
。

猿
渡
敏
公
『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
の
基
礎
』
中
央
経
済
社
、
一
九
九
九
年
。

㈱
　
二
つ
の
P
を
加
え
る
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
午
望
登
紀
雄
『
問
題
解
決
力
を
つ
け
る
本
』
三
笠
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。

㈱
　
消
費
者
教
育
に
関
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
、
主
に
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
柿
沼
利
昭
『
学
校
に
お
け
る
消
費
者
教
育
の
新
展
開
』
消
費
者
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
六
年
。
消
費
者
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
編
『
消
費
者
教
育
事
典
』
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
。
な
お
、
（
財
）
消
費
者
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
が
学
校
向
け
教
材
を
提
供
し
て
い
る
の
で
活
用
す
る
と
よ
い
。
（
h
t
t
p
‥
ミ
w
w
w
．
c
O
n
S
u
m
e
r
e
d
u
c
a
t
i
O
n
．
j
p
、
n
i
c
e
、
i
n
d
e
国
．
h
t
m
C

㈲
　
地
理
認
識
に
関
わ
る
先
行
研
究
と
し
て
、
主
に
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
山
口
幸
男
「
わ
が
国
に
お
け
る
地
理
意
識
研
究
の
分
類
と
文
献
」
『
新

地
理
』
三
五
号
、
一
九
八
八
年
。
戸
井
田
克
己
「
地
理
的
見
方
・
考
え
方
の
基
礎
的
考
察
」
井
上
は
か
『
新
し
い
地
理
授
業
の
す
す
め
－
見
方
・
考
え

方
を
育
て
る
ー
』
古
今
書
院
、
一
九
九
九
年
。
総
合
的
地
理
学
（
S
y
n
t
h
e
t
i
c
 
G
e
O
習
a
p
h
y
）
の
用
語
は
、
ア
ッ
カ
ー
マ
ン
　
（
E
．
A
．
A
c
k
e
r
m
a
n
）
が

提
唱
し
た
も
の
で
あ
る
。
長
谷
川
典
夫
編
『
教
養
の
た
め
の
地
理
学
ト
ピ
ッ
ク
ス
』
大
明
堂
、
一
九
八
七
年
に
詳
し
い
。

㈲
　
単
元
「
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
見
え
る
社
会
」
の
詳
細
な
実
践
記
録
は
、
拙
著
『
情
報
読
解
力
形
成
に
関
わ
る
社
会
科
授
業
構
成
論
』
風
間
書
房
、
二
〇
〇

九
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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